
 

 

  

 
 

 

  

新型コロナと子どもたちⅡ 
-コロナ禍での教育現場の今を- 

 

私
は
、
発
達
障
が
い
児
と
不
登
校
児
を

受
け
入
れ
る
施
設
で
働
い
て
い
ま
す
。 

こ
こ
２
、
３
年
で
「
外
に
出
た
ら
コ
ロ

ナ
が
い
る
」
と
い
う
恐
怖
か
ら
、
電
車
に

乗
れ
な
く
な
っ
た
り
、
家
族
以
外
と
会
い

た
が
ら
な
く
な
っ
た
り
し
た
子
ど
も
が

い
ま
し
た
。
人
口
が
少
な
い
地
方
に
引
っ

越
す
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。 

令
和
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
期
、
大
阪

の
心
斎
橋
の
薬
局
で
中
国
語
で
「
加
湯

（
が
ん
ば
れ
）
」
と
ポ
ッ
プ
に
書
い
て
マ

ス
ク
を
販
売
し
て
い
て
、
段
ボ
ー
ル
で
買

い
求
め
て
い
る
彼
等
を
見
て
、
「
大
変
そ

う
だ
な
ぁ
」
と
ひ
と
事
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
日
本
で

も
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
と
言
い
だ
し
、
今
度

は
自
分
た
ち
が
マ
ス
ク
を
入
手
す
る
の

が
困
難
に
な
り
、
子
ど
も
達
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
臨
時
休
校
が
始
ま
っ
た
の

で
す
。 

コ
ロ
ナ
で
救
わ
れ
た
子
ど
も
も 

た
だ
、
コ
ロ
ナ
で
救
わ
れ
た
子
ど
も
も

い
ま
し
た
。
不
登
校
や
行
き
渋
り
の
状
態

に
あ
る
子
ど
も
達
は
、
学
校
の
授
業
が
あ

る
時
間
帯
に
在
宅
し
て
い
る
罪
悪
感
を

臨
時
休
校
中
は
感
じ
な
く
て
済
み
ま
し

た
。
学
校
に
欠
席
の
連
絡
を
し
な
く
て
済

ん
だ
の
が
精
神
的
に
ラ
ク
だ
っ
た
と
い

う
保
護
者
の
声
も
聞
き
ま
し
た
ま
た
、

「
分
散
登
校
」
の
期
間
は
、
子
ど
も
た
ち

は
少
人
数
の
ク
ラ
ス
で
過
ご
す
事
が
出

来
ま
し
た
。
先
生
の
目
も
届
き
や
す
い
で

す
。
こ
の
期
間
は
登
校
し
や
す
か
っ
た
の

か
、
普
段
は
学
校
を
休
み
が
ち
な
子
ど
も

で
も
、
出
席
が
増
え
た
と
保
護
者
か
ら
伺

い
ま
し
た
。 

 

あ
と
５
年
、
10

年
し
た
ら
、
コ
ロ
ナ
の

時
期
を
ど
う
振
り
返
る
で
し
ょ
う
。
コ
ロ

ナ
よ
り
前
の
日
常
が
子
ど
も
達
に
一
日

で
も
早
く
戻
っ
て
来
る
事
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。 

学
校
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
と
ご
と

く
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
の

思
い
出
は
、
そ
の
時
に
し
か
作
れ
ま
せ
ん
。

運
動
会
、
夏
祭
り
、
花
火
大
会
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ち
、
修
学
旅
行
。
大
人
に
な
っ
て
振
り

返
っ
て
、
甘
酸
っ
ぱ
い
記
憶
を
辿
っ
た
り
、

友
人
と
そ
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
り
す

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
年
齢
・
学
年
で
し
か
出

来
な
い
、
貴
重
な
経
験
値
を
積
む
機
会
が

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

顔
の
上
し
か
見
え
な
い
マ
ス
ク
の
着
用 

コ
ロ
ナ
と
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
る
べ
き
が

「
マ
ス
ク
着
用
」
で
す
。
律
儀
な
国
民
性

で
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
熱
中
症
で
運
ば

れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
す
。
学

校
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
相
手
に
「
マ

ス
ク
を
し
て
よ
」
と
発
言
す
る
児
童
を
見

て
、
も
う
少
し
周
り
の
大
人
が
科
学
的
に

教
え
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

「
外
で
会
う
人
（
お
友
達
）
＝
顔
の
上
し

か
見
え
な
い
」
影
響
も
懸
念
事
項
で
す
。
年

齢
が
小
さ
い
ほ
ど
、
相
手
の
顔
全
体
を
見

な
が
ら
の
表
情
の
観
察
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
学
齢
期
に
あ
っ
て
も
、
表
情
か
ら
相
手

の
感
情
を
読
み
取
る
の
が
苦
手
な
子
ど
も

が
い
ま
す
。
こ
こ
に
マ
ス
ク
が
加
わ
る
と
、

お
手
上
げ
で
す
。 

。 

 

KU-MA とわたし 

会員 遠地 卓二 

▲百均アイテムで望遠鏡を作ろう 

▲講演される遠地さん 

学齢期の子どもたちへの影響 

「人の顔＝上半分？」 理事 吉川さやか 
 

「宇宙の学校」との出会い 

現役時代は人工衛星の地上追跡管制システム

の開発・運用業務に携わっており、その恩返しと

して退職後宇宙分野で何かお役に立てることが

あればと考えておりました。退職して程なく相模

原宇宙研の KU-MA 事務局で宇宙の学校関連の教

材作りのお手伝いをさせていただくようになり、

そこで紹介されたことが縁でＮＰＯ法人「ちばサ

イエンスの会」の「宇宙の学校（ちば校）」活動に

参加させていただくことになりました。 

熱意あふれる講師・スタッフとの出会い 

「宇宙の学校」に参加してまず感じたのは講師・

スタッフの方たちのいきいきとした表情です。本

当に楽しそうでした。子供たちに科学の楽しさを

知ってほしい、そのためのきっかけを作ってあげ

たい、という熱意にあふれていました。なるほど

こういう方たちが地域の科学教育活動を支えて

いるんだ、そしてそのあふれんばかりの熱意が

「宇宙の学校」というすばらしい活動モデルに注

がれて「宇宙の学校」活動が大きく広がっていっ

たんだ、ということを強く感じました。 

「宇宙の学校」ちば校の活動再開を目指して・・・ 

勿論課題もいろいろ。まずは活動メンバーの高

齢化です。なかなか新陳代謝が進みません。昨今

の定年延長の動きも新メンバー探しをより難しく

しているようで、もっと現役世代を活動に巻き込

んでいく工夫が必要です。また、コロナ禍で活動

継続にも困難が生じています。ちば校もまだ「宇

宙の学校」としての活動ができておりません。コ

ロナ禍の中での単発的な活動についても「宇宙の

学校」という名称を使える仕組みを考えていただ

くとうれしいです。 

最後に、微力ながらこれからも「宇宙の学校」活

動に貢献していきたいと思っております。 

熱意のエネルギー源は子供たち 

その熱意のエネルギー源になっているのが参加し

てくれる子供たちです。みんな夢中になって眼を輝

かせています。それまで間近で大勢の子供たちと接

する機会もなかったので、素直に感動してしまいま

した。特に恒例の水ロケットの時の親子の歓声を聞

くと、その度にやってよかったと、、、。私の退職後活

動の柱の一つとして今に至っています。 

プロフィール 

2017年 NPO法人太陽の村 理事長就任 

・フリースクール：不登校児童・生徒の

受け入れ 

相模原市教育委員会フリースクール

連携協議会登録 

・放課後等デーサービス：発達障がいを

もつ児童・生徒の支援 

・自然体験教室：小・中学生を対象にし

た感性に訴える野外活動 

開所以来、のべ利用人数 3 万人以上。 

同年 相模原「宇宙の学校」実行委員 

2021年 1月より KU-MA理事就任 

趣味：旅行 


